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摘要：ブドウ「グロースクローネ」の無核果実生産を目的とした植物成長調整剤処理技術について

検討した。その結果、花穂整形後にホルクロルフェニュロン5 ppmを浸漬処理し、その後花穂下部3

～3.5 cmにジベレリン25 ppm処理すると、無核果実を生産できる。また、ジベレリン1回処理は慣行

の2回処理と比較して着色及び房型の向上効果が確認された。これら植物成長調整剤処理を組み

合わせることで「グロースクローネ」の無核果実を生産することが可能となる。 
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緒言 

 

愛知県内では、直売経営を主体としている生産者を中心

に多様な品種の導入が進んでいる。そのため、愛知県農業

総合試験場では黄緑色品種の「シャインマスカット」や赤色

品種の「クイーンニーナ」の栽培マニュアルを作成し、これら

優良品種の導入推奨を行ってきたが、紫黒色品種について

は栽培マニュアルが未作成であった。また、近年はブドウの

成熟期に夜温の高い状態が続くことにより、「巨峰」「ピオー

ネ」を始めとする紫黒色品種が着色不良となる事例が発生し

ている。また、2031年から2050年にかけて露地栽培を行う

「巨峰」について、着色不良地域が大きく拡大すると予測さ

れており1)、愛知県内でも着色良好で大粒な紫黒色品種の

情報が求められていた。そのような状況の中、国立研究開発

法人農業・食品産業技術総合研究機構果樹茶業研究部門

は高温下でも着色に優れる極大粒の「グロースクローネ」(藤

稔×安芸クイーン)を育成した2)。この品種は暖地など夜温が

高温化しやすい地域での普及が期待されているが、既存品

種と比較して花振るい性が強い特性を持っている。また、消

費者嗜好の高い無核果実を生産するための植物成長調整

剤の利用技術が明確となっていない。そのため、「グロースク

ローネ」の無核果実生産を目的とした植物成長調整剤の処

理技術について検討した。 

 

材料及び方法 

 

試験は愛知県農業総合試験場園芸研究部落葉果樹研究

室のブドウほ場(露地)で栽培している「グロースクローネ」1樹

(2010年定植、台木：テレキ5BB)を供試した。せん定は一文

字型整枝長梢せん定で行ったが、せん定方法の違いによる

影響を確認するため、1樹内で一部を樹形改造して平行整

枝短梢せん定3)で行った。着房数は10 a換算2300～3000房

に調整し、施肥は場内で栽培している無核栽培の「巨峰」に

準じて年間N:6~8 kg/10a、P:3~5 kg/10a、K:5~7 kg/10aを年3

回に分けて行った。 

 

試験1 開花始期におけるホルクロルフェニュロン処理が花

振るいに及ぼす影響 

新梢伸長の差による処理の影響を調査するため、長梢せ

ん定区及び短梢せん定区の2区を設けた。2019年5月20日

(満開8日前)にストレプトマイシン剤(商品名：アグレプト液

剤、以下、SM剤)200 ppmを花穂へ散布し無核化を促した。5

月24日(開花始期）に花穂下部3 cmを使用して花穂整形を

行い、その直後、各区にホルクロルフェニュロン液剤(商品名

：フルメット液剤、以下、CPPU液剤)5 ppmを花穂浸漬処理し

た処理区と無処理区を設けた。5月31日(満開3日後)及び6

月6日(満開9日後)にジベレリン(以下、GA)25 ppmで花穂浸

漬処理を行った。5月24日(開花始期)に新梢長を測定した。

また、5月24日(開花始期)の花穂整形実施後に着蕾数を計

測した後、6月8日(摘粒前)に着粒数を計測し花振るい率を

求めた。果実品質について、8月16日に果房を採取し房重、

一房粒数、一粒重、糖度(Brix(%))、酸度(g/100 mL)、果皮

色(C.C値)を調査した。なお、果皮色(C.C値)については果

実カラーチャート(農林水産省1975)を使用し、0(緑) ～12(紫

黒)で評価した。 

 

試験2 開花始期の花穂整形長が果実品質に及ぼす影響 

2020年5月20日(満開8日前)にSM剤200 ppmを花穂へ散

布し無核化を促した。5月25日(開花始期)の花穂整形時に、

花穂下部2.5 cm、3 cm、3.5 cm区及び花穂下部を1 cm切除
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後に3 cmに整形した(房尻切除)区を設置し、その直後に

CPPU液剤5 ppmを花穂浸漬した。6月3日(満開6日後)及び6

月9日(満開12日後)にGA25 ppmで花穂浸漬処理を行った。

摘粒は6月20日(満開23日後)に全区で1房30粒を目途に実

施した。5月26日(開花始期)及び7月20日(新梢伸長停止期)

に新梢長を計測した。果実品質は、試験1と同項目を調査し

た。房締まりについては、果房上部の果粒のまとまりを1(粗

着)~4(密着)の4段階で評価した。 

 

試験3 ジベレリン１回処理が果実品質に及ぼす影響 

試験は2017年から2019年の3か年に渡り実施した。無核

化を促すため全区において満開～満開14日前にSM剤200 

ppmを花穂へ散布処理した。処理区は満開3～5日後に

GA25 ppmにCPPU液剤10 ppmを加用し花穂浸漬処理した。

慣行処理区では、満開～満開3日後及び満開10～15日後

にGA25 ppmを花穂浸漬処理した。果実品質は、試験1と同

項目を調査した。 

 

結果及び考察 

 

試験１ 開花始期におけるホルクロルフェニュロン処理が花

振るいに及ぼす影響 

(1) 花振るいに及ぼす影響 

開花始期の新梢長は短梢せん定区が49.3 cmで長梢せん

定区の39.6 cmより有意に長くなった(表1)。花振るい率は短

梢せん定区では無処理区で50 %、処理区で36 %と処理区

で有意に低くなった(表2)。長梢せん定区では無処理区で22 

%、処理区で26 %となり処理区でやや高くなったが、有意な

差はなかった(表2)。 

ブドウの花振るいは「巨峰」及びその交雑により育成され

た巨峰群品種で生じやすく、また、そのピーク時期は品種に

よって違いがみられる4)。「グロースクローネ」は巨峰群品種

であり、品種特性として花振るいの発生が多く、また、その時

期も早いことが指摘されている5) 6)。花振るいは新梢伸長が

旺盛な樹体での養分競合により発生することが知られており
7)、今回の試験結果でも新梢伸長が長くなった短梢せん定

区において花穂との養分競合により花振るいが多くなったと

考えられる。CPPU液剤は強いサイトカイニン様活性があり、

ブドウでは着粒安定、果粒肥大促進、花穂発育促進を目的

に利用されている9)。そのため、「巨峰」や「クイーンニーナ」

では早期落蕾が認められる場合にCPPU液剤2～5 ppmを開

花始めから満開前までに単用処理すると着粒数が増加する
9)。今回実施した試験では、新梢伸長が旺盛だった短梢せ

ん定区においてCPPU液剤の花穂浸漬処理により花振るい

が軽減されたと考えられる。 

(2) 果実品質に及ぼす影響 

せん定方法の違いが果実品質に及ぼす影響は、いずれ

の項目でも有意な差はみられなかった。一方、CPPU処理に

より有意に、房重と一房粒数は増加し、酸含量は高く、果皮

色は低下した (表3)。 

房重が増加した要因として、CPPU液剤の花穂浸漬処理

により花振るいが軽減され一房粒数が多くなったことが考え

られる。また、「巨峰」では有核、無核にかかわらず、果皮色、

糖度とも房重が増すほど低下することが指摘されている9)。そ

のため、CPPU処理により房重が増加した結果として果皮色

が低下したと考えられる。また、CPPU液剤は成熟および老

化に抑制的に働く可能性が示唆されており9)、その処理によ

って酸含量が高くなったと考えられる。 

表 1 せん定の違いが「グロースクローネ」の 

新梢長に及ぼす影響(2019) 
 

処理区 開花始期 

短梢せん定区  n=24 49.3 cm 

長梢せん定区  n=84 39.6 cm 

有意性 1) * 

1) *は t検定により 5%水準で有意差あり 

表 2 開花始期のホルクロルフェニュロン処理が 

「グロースクローネ」の花振るい率に及ぼす影響(2019) 
 

処理区 短梢せん定区 長梢せん定区 

処理区 36% 26% 

無処理区 50% 22% 

有意性 1) * n.s 

注) 短梢せん定区は n=12 長梢せん定区は n=13 
1) *はフィッシャーの正確確率検定法により 5%水準で
有意差あり 

表 3 開花始期のホルクロルフェニュロン処理が「グロースクローネ」の果実品質に及ぼす影響(2019) 
 

せん定 処理 
房重 1) 一房粒数 1) 一粒重 1) 糖度 1) 酸含量 1) 果皮色 2) 

(g) (粒) (g) Brix(%) (g /100 mL) (C.C値) 

短梢せん定区 
処理区 405.4 30.2 13.4 19.0 0.500 10.5 

無処理区 328.2 25.1 13.1 19.2 0.454 11.2 

長梢せん定区 
処理区 411.8 31.0 13.3 18.5 0.501 10.0 

無処理区 343.6 27.2 12.7 19.5 0.469 11.4 

分散分析  

せん定(A） n.s n.s n.s n.s n.s n.s 

処理(B） * * n.s n.s * * 

交互作用（A×B） n.s n.s n.s n.s n.s - 

注) 長梢せん定区の無処理区は n=9、それ以外の区は n=10 

1) 二元配置分散分析により 5%水準で検定し、*は有意差ありを示す 

2) マンウィットニーの U検定により 5%水準で検定し、*は有意差ありを示す 
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以上(1)及び(2)の結果より、「グロースクローネ」において、

せん定、若木や多施肥などの要因により新梢伸長が旺盛な

場合、開花始期にCPPU液剤の花穂浸漬処理を行うことで、

花振るいの軽減効果があることが示唆された。しかし、処理

により果皮の着色不良を助長する可能性があるため、10 a当

たり着果量は無核「巨峰」の着果基準と同等の1.3 t程度10)を

上限とし着果過多は控える。なお、植物成長調整剤の使用

基準により第1回目GA処理(満開～満開3日後)時にCPPU液

剤加用することはできなくなるため注意を要する。 

 

試験2 開花始期の花穂整形長が果実品質に及ぼす影響 

新梢長は開花始期及び新梢伸長停止期いずれの区間も

有意な差はなかった(表4)。果実品質では、房尻切除区の房

締まり評価が2.5 cm区と比較して有意に低くなった(表5)。ま

た、花穂長の不足や花振るいなどの影響により、2.5 cm区で

は房重が小さく、一房粒数が少ない房が他区と比較して多

かった(図1,2)。 

花振るいは一般的に樹勢の影響を受けやすいが、本試験

では、新梢長に有意な差はなく、各区間での樹勢の影響は

ないと考えられる。花穂整形は花振るいの防止や果房の形

を整えることを目的としている11)。今回の試験結果では、2.5 

cm区で一房粒数及び房重が小さい房の割合が他区と比較

して多かったため不適であると考えられた。また、房尻を切

除した区では房締まりの劣る果房が多くなった。これは、花

穂先端部の切りつめにより果房の上段支梗が長くなり11)、果

房上部の果粒が密着しなかったことが原因として考えられ

る。 

以上の結果、「グロースクローネ」の無核果実を生産する

ためには開花始期にCPPU液剤花穂浸漬処理を行ったうえ

で花穂下部3～3.5 cmを使用することが必要であると考えら

れる。しかし、「グロースクローネ」は花振るい性の強い品種

であるため5) 6)、上記処理を行ったとしても樹勢が強い場合は

一房粒数及び房重の不足した果房が発生する可能性があ

る。そのため、花穂整形は1新梢1房で実施し、着粒が確認

できた段階で摘房を開始するなど早期の着房数制限は行わ

ないよう注意する。 

 

試験3 ジベレリン1回処理が果実品質に及ぼす影響 

2017から2019年の3か年の果実品質について、房重、一

粒重、糖度、酸度に処理区間で有意な差はなかった(表6)。

しかし、2018年のみ調査した果皮色については1回処理で

有意に向上した(表6)。また、房型では1回処理で果粒が密

着し隙間のない房となる傾向であった(データ略)。 

GA1回処理は慣行の2回目GA処理の作業を削減できる

だけでなく、果粒同士が密着した果房となることが知られて

いる13)。また、「クイーンニーナ」では1回処理により果粒重が

若干小さくなるが、糖度や着色が向上するとともに14)、「ピオ

ーネ」では満開3日後に1回処理を行うことで慣行の2回処理

と同等の果実品質及び秀品率を得られることが明らかとなっ

ている15)。今回の試験結果でも、着色の改善及び房型の向

上効果が示された。 

しかし、1回処理は急激な粒の肥大や果粒の横方向への

肥大を促進するため、処理後すぐに摘粒しなければ、摘粒

表 4 各区における「グロースクローネ」の新梢長(2020) 
 

区名 開花始期 新梢伸長停止期 

2.5 cm区 91.9 cm 248.9 cm 

3 cm区 99.5 cm 258.1 cm 

3.5 cm区 89.3 cm 225.0 cm 

房尻切除区 80.8 cm 202.7 cm 

有意性1) n.s n.s 

注) 2.5 cm区、3 cm区、3.5 cm区はn=14 房尻切除区はn=10 

1) Tukeyの多重比較により 5%水準で有意性を検定 

表 5 花穂整形長が「グロースクローネ」の 

果実品質に及ぼす影響(2020) 
 

区名 
果皮色1) 糖度2) 酸含量2) 房締まり1) 

(C.C値) Brix(%) (g /100mL)  

2.5cm区 8.2 17.4 0.58 3.2 a 

3cm区 8.0 17.6 0.54 2.9 ab 

3.5cm区 8.2 17.9 0.54 2.8 ab 

房尻切除区 - - - 1.9 b 

有意性 n.s n.s n.s * 

注)2.5cm区、3cm区、3.5cm区はn=12 房尻切除区はn=10 

1) Steel・Dwassの多重比較により同列の異符号間には5%

水準で有意差あり 

2) Tukeyの多重比較により 5%水準で有意性を検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 花穂整形長が「グロースクローネ」の 

房重に及ぼす影響(2020) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 花穂整形長が「グロースクローネ」の 

1房粒数に及ぼす影響(2020) 
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の作業効率が著しく低下することが知られている13)。今回の

試験では作業効率の低下はなかったが、作業労力の配分を

考え、着色向上や房型改善など目的に応じて樹または園地

の一部で実施していくことが望ましい。 

以上、試験1~3の結果からブドウ「グロースクローネ」で無

核果実を生産していくための植物成長調整剤処理は、開花

始期にCPPU液剤の花穂浸漬処理を行ったうえで花穂下部3

～3.5 cmを使用して無核化のためのGA処理(GA25 ppmで2

回花穂浸漬処理)を行うことである。また、GA1回処理(GA25 

ppmにCPPU液剤10 ppmを加用して花穂浸漬処理)はGA処

理の回数削減及び果皮色、房型の向上効果が期待できるた

め、これら植物成長調整剤処理技術を組み合わせることで

無核果実の生産が可能となることが明らかになった。 
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表 6 ジベレリン１回処理が「グロースクローネ」の果実品質に及ぼす影響 
 

年次 処理 
房重 1) 一粒重 1) 果皮色 2) 糖度 1) 酸含量 1) 

( g ) ( g ) (C.C値) Brix(%) ( g /100mL) 

2017年 
1回処理区 526.9 18.0 - 17.4 0.47 

慣行処理区 566.0 20.1 - 17.7 0.46 

2018年 
1回処理区 367.5 13.8 10.8 19.0 0.53 

慣行処理区 348.9 12.8 9.2 19.1 0.53 

2019年 
1回処理区 317.5 11.4 - 19.6 0.50 

慣行処理区 335.5 14.1 - 19.3 0.46 

有意性 n.s n.s * n.s n.s 
 

注) 2017年 2018年は両区とも n=10、2019年の慣行処理区は n=19、1回処理区は n=16 

1) 年次毎に t検定により 5%水準で有意性を検定 

2) マンウィットニーの U検定により 5%水準で検定し、*は有意差ありを示す 


